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２０２５年２月１６日（日）公現後第６主日 

銀座教会・新島教会 家庭礼拝 

 

礼拝招詞「御名の栄光を主に帰せよ。聖なる輝きに満ちる主にひれ伏せ。主の御声は水の 

    上に響く。栄光の神の雷鳴はとどろく。主は大水の上にいます。」 詩編 29：2 

主の祈り                              

 

交読詩編  詩編８４編 11～13 節 

 

あなたの庭で過ごす一日は千日にまさる恵みです。 

  主に逆らう者の天幕で長らえるよりは 

わたしの神の家の門口に立っているのを選びます。 

主は太陽、盾。 

  神は恵み、栄光。 

完全な道を歩く人に主は与え 

  良いものを拒もうとはなさいません。 

万軍の主よ、あなたに依り頼む人は 

いかに幸いなことでしょう。 

 

使徒信条 

讃美歌 １６８番 イエス君の御名に まさる名はなし 

 

聖 書 ペトロの手紙一 ３章７節 

 

同じように、夫たちよ、妻を自分よりも弱いものだとわきまえて生活を共にし、命の恵み

を共に受け継ぐ者として尊敬しなさい。そうすれば、あなたがたの祈りが妨げられること

はありません。 

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。今朝もあなたの御前に立つ事を赦され心より感謝いたします。 

あなたの深い憐れみにより一週間の務めを終えて新しい主の日を迎えました。一週間、守

られたことを感謝いたします。あなたに愛され、生きる力を与えられました。 

 御言葉によって支えられ、励まされています。今朝もあなたの御言葉を慕い求めます。

神から離れて、生きることの出来ない私たちです。この世の誘惑からお救いください。 

今週も一人一人が神の愛によって、支えられ、主と共に歩めますようにお導きください。 

 能登半島の被災地、被災教会と共に心を合わせて礼拝を続けられますようにお導きくだ

さい。神学校に献身者が与えられますように祈ります。 

 主イエス・キリストの御名によって祈ります。  アーメン 

 



- 2 - 

説 教「命の恵みを共に受け継ぐ者」                牧師 近藤勝彦 

                                      ペトロの手紙一３章７節 

  

前回は妻に対する教えのところを読みました。今朝は、夫に対する教えです。妻に対す

る教えでも「同じように」という言葉が先頭にきていましたが、ここでも「夫たちよ」と

呼びかけてすぐ「同じように」と続きます。 

妻たちに対して「同じように」と語ったのは、奴隷がその主人に従うのと「同じように、

その夫に従いなさい」ということでした。「従いなさい」というのは、「服従しなさい」

ということです。夫たちにも「おなじように」と言われます。しかし「夫たちよ、妻に従

いなさい」とは言われません。言われているのは、「妻を弱いものだとわきまえて生活を

共にし、命の恵みを共に受け継ぐ者として尊敬しなさい」という言葉です。 

「従いなさい」と「尊敬しなさい」とでは受ける印象は、同じではなく、随分違うよう

に思われます。「おなじように」とありますが、妻のほうは奴隷と同じように「従いなさ

い」と言われ、夫の方はただ「尊敬」するように言われている。これではやはり妻は夫よ

りずっと下に置かれていると思われるのではないでしょうか。聖書は結局、当時の家父長

主義の見方と同じで、男女差別の立場にいるのではないか、妻と夫に「同じように」と言

いながら、その実、同じに扱っていない。そう思われるかもせません。 

しかし「従いなさい」と言うのと「尊敬しなさい」と言うのは、はじめの印象は脇にお

いて、よくその内容を考えてみますと、それほど違いがあるでしょうか。夫に従う妻と、

妻を尊敬する夫で、上、下の差が表現されているでしょうか。言われていることは妻に対

しても夫に対しても神の御前に生きる信仰の生活です。そうすると「尊敬しなさい」とは、

尊敬するふりをしろということではないわけです。従いなさいもそうで、本心から従えと

いうことでしょう。そうすると妻の従うには「夫を尊敬する」ことも入っているのではな

いでしょうか。少しも尊敬の念を懐かず、実は内心で軽蔑していたら、とてもその人に本

心から従うことはできません。本当に従うことは、尊敬することなしにはできないことで

す。また夫の場合を考えてみますと「本当に尊敬する」ことが求められているわけです。

そして本当に尊敬したら、その人に真心から配慮し、時には喜んで従うのではないでしょ

か。「従う」と「尊敬する」は、表面的なごまかしでなければ、相互の距離は究めて近く、

本心から従う者は尊敬を払い、本心から尊敬する者は当然従いもすると思われます。妻の

服従も夫の尊敬も神の御前に生きる信仰の中では極めて近い在り方で、「同じように」と

言われて当然ではないでしょうか。どちらにしても神の御前に生きる信仰生活にあって互

いに思いやり、助け合う生活が表現されているわけです。 

夫に対して言われていることには、もう一つありました。「妻を尊敬しなさい」の前に、

「生活を共にする」ようにと言うのです。「共に」という言葉と「家」という言葉が合わ

された言葉で、家を共にする、それで「共に住む」という言葉になっています。そうする

理由として「妻を自分より弱い器であることを知って」と言うのです。「わきまえて」と

訳されていますが、「知」とか「知識」を意味する「グノーシス」という言葉が使用され

ています。聖書の中でこの言葉が使われる時には、ただ人間の理性や知性で知ることでな

く、自分は知らないが「神から知られている」（コリ一 8・2）と言われるように、神の知、

神の愛による知が考えられており、愛を持って知ることが意味されています。愛をもって

知る、思いやりのある理解、それがここでのグノーシスです。妻の弱さを愛をもって知り、

思いやって共に住むという仕方で、信仰による「新しい共同生活」が語られているわけで
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す。ペトロは、その時代の結婚の制度を革命的に変革することには何の興味も持っていま

せんでした。しかしどんな華族制度の中であれ、神の御前で思いやりのある理解をもって、

信仰による新しい共同生活が営まれることを重大事としているわけです。 

この信仰による共同生活の中心にあることが、「尊敬しなさい」と言われる根拠として

記されています。主にある信仰の妻と夫、それは教会員相互でもあるわけですが、新しい

共同生活を生きています。そしてその内容は、「命の恵みを共に受け継ぐ者」の共同生活

だと言うのです。それが妻を尊敬する理由です。教会全体に広げて言えることではないで

しょうか。私たちはみな、主イエス・キリストにあって神の大きな救いの御業により、「命

の恵みを共に受け継ぐ者」にされています。そえゆえに互いに尊敬しあい、仕え合うわけ

です。 

「命の恵みを共に受け継ぐ者」とされたことをもう少し思いめぐらし、理解を深めたい

と思います。「受け継ぐ者」とは、相続人、跡継ぎのことです。何を受け継ぐかと言いま

すと、「命の恵み」です。恵みですから神から受け取る命です。主イエス・キリストにあ

る神の救の御業、そこから相応しくないものにも与えられる恵みとして命を受けています。

主イエス・キリストの十字架の死による贖いを受けた復活の命です。その命の恵みを受け

継ぐ者とされました。受け継ぐのは、今すでにその命にあずかりながら、その時が来たら

決定的に継承する、永遠の命に入る、それも共に受け継ぐのですから、共にそこに入るこ

とでしょう。 

「受け継ぐ」と言う言葉は、「永遠の命を受け継ぐ」（マル 10・17）とも言われ、「神

の国を受け継ぐ」（エフェ１・１４）とも言われます。ペトロの手紙一では、この少し後、

3 章９節には「祝福を受け継ぐ」という言い方が出てきて、「そのためにあなたは召され

たのです」と言われています。さらに１章で、この言葉はすでに使用されていました。あ

なたがたは、「天に蓄えられている、朽ちず、汚れず、しぼまない財産を受け継ぐ者」に

されているという言葉です。キリスト者はキリストにあって受け継ぐ者にされました。そ

れが神の子とされたことです。 

受け継ぐのは、何時の事でしょか。受け継ぐのは、終りのことでしょう。神の国の全き

到来のとき、神の国に含まれた命の恵みを、さらには永遠の命と共に祝福を、朽ちず、汚

れず、しぼまない財産を受け継ぐのだと言われます。この受け継ぎ、つまり相続は約束さ

れていて、その約束の保証として聖霊の注ぎが与えられていると言われます。私たちが相

続できる、受け継ぐことができるのは、永遠の命であり、命の恵みです。しかし終りの時

に継承するものに、今すでにあずかっていることも事実ではないでしょうか。キリスト者

は神のもの、神の子とされ、永遠のもの、その御国、そして命と祝福にすでにあずかって

います。キリストを信じる信仰にあってすでにあずかりながら、それを確実に受け継ぐ、

共に受け継ぐ者たちとされているわけです。 

聖書はここで死を越えた事柄を語っています。キリスト信徒の信仰の秘義的な奥義を、

しかし分かることのできる真実を語っていると思うのです。私たちは命の恵みを共に受け

て、すでにそれにあずかって生きながら、教会生活を歩んでいます。終わりの時に「命の

恵み」を共に受け継ぐことは約束されています。パウロはこういう終わりのことを生きて

いる時「もはや男も女もない」と言いました。ペトロはそこで、夫たる者、妻を尊敬しな

さいと言うのです。死によっても引き裂かれない共同の恵み、将来共に継承する神の国の

「命の恵み」に共にあずかっているのですから。 

この結びとして「そうすれば、あなたがたの祈りが妨げられることはありません」と言
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われます。どういうことでしょうか。長い間、この一行の意味が分かりませんでした。夫

が個人として密かに祈る個室の祈りが、妻に妨害されないですむと語っているのでしょう

か。そうではないでしょう。妻に対する尊敬を欠いたら、夫と妻の共同の祈りが成り立た

なくなる。命の恵みの共同継承者たちの共同の祈りとして、神に聞かれなくなると言って

いるのです。一人密かに祈る祈りもキリスト者の深い祈りでしょう。しかしここでは、そ

れよりも共同の祈りの深さと真実さを知る必要があります。命の恵みの共同継承者たちの

共同の祈りが深く真実な祈りとして神に聞かれます。そのことは主イエスが教えられた「主

の祈り」によってすでにはきりと示されています。キリスト者たちの共同の祈り、キリス

ト者夫婦の共同の祈りの大切さは、永遠の命の共同継承者とされた神の子たちの共同の祈

りであるからだということを覚えたいと思います。 

 

天の父なる神様、私たちキリストのものとされた者たちが、命の恵みを共に継承する者

とされていると聞かされ、感謝いたします。すでに復活の主の命にあずかり、約束のその

時には御国と共に、死に打ち勝った命の恵みを受け継ぐとの約束を覚えて、希望のうちに

前進することができますように導いてください。主の命の恵みを信じ、主を宣べ伝え、証

しすることができますように。 

主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。 

  

讃美歌  ５１８番 いのちのきずなの 

献   金               

頌 栄   ５４４番 

祝 祷  安心して行きなさい。 

       主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

         あなたがた一同と共にあるように。    アーメン  


